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安
平
町
と
町
交
通
安
全
推
進
委
員

会
で
は
、
町
内
の
小
学
生
を
対
象
に

交
通
安
全
の
新
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
募
集
。

　

豊
島
教
育
長
や
安
平
町
交
通
安
全

協
会
佐
藤
会
長
な
ど
で
審
査
を
行
っ

た
結
果
、
応
募
作
品
１
７
３
点
か
ら

追
分
小
学
校
５
年
生
の
小
路
藍
花
さ

ん
の
作
品
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、

９
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
第
３
回
安

平
町
交
通
安
全
総
決
起
大
会
の
席
上

で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
３
年
間
は
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
書
か
れ
た
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
を

町
内
公
共
施
設
な
ど
に
掲
示
し
ま
す
。

安
平
町
交
通
安
全
　
新
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
決
ま
る
！

第３回交通安全総決起大会
を開催

　
９
月
25
日
、
安
平
町
・
安
平
町
交
通
安
全

推
進
委
員
会
主
催
の
第
３
回
安
平
町
交
通
安

全
総
決
起
大
会
が
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、「
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、

起
こ
さ
せ
な
い
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
交

通
安
全
へ
の
意
識
向
上
を
目
的
に
、
３
年
お

き
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
７
７
７
日
で
途
切
れ
た

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
日
の
記
録

　

平
成
22
年
11
月
に
遠
浅
市
街
地
国
道
２
３
４
号
で

発
生
し
た
死
亡
事
故
か
ら
約
４
年
10
か
月
続
い
た
交

通
事
故
死
ゼ
ロ
日
が
途
切
れ
ま
し
た
。

　

９
月
17
日
、
自
転
車
を
運
転
中
の
男
性
（
71
歳
・

町
外
在
住
）
が
単
独
で
転
倒
、
脳
挫
傷
に
よ
り
亡
く

な
る
と
い
っ
た
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
。
数
日
後
に

交
通
安
全
総
決
起
大
会
を
控
え
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

関
係
者
に
落
胆
の
色
は
隠
せ
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

　

９
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
交
通
安
全
総
決
起
大
会

の
あ
い
さ
つ
で
瀧
町
長
は
、
「
今
ま
で
継
続
し
て
き
た

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
日
が
１
７
７
７
日
で
途
切
れ
て
し

ま
っ
た
。
ま
た
交
通
安
全
へ
の
意
識
を
高
め
、
交
通

事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
来
場
者
ら
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

安
平
町
で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
町
交
通
安
全
推
進
委

員
会
、
町
交
通
安
全
協
会
、
町
交
通
安
全
指
導
員
会
、

交
通
安
全
母
の
会
な
ど
皆
さ
ん
が
交
通
安
全
啓
蒙
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
は
「
起
こ
さ
な
い
、

起
こ
さ
せ
な
い
」
と
い
う
意
識
の
も
と
、
町
民
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

【最優秀賞】　

　「守ろう　交通ルール！

守ろう　みんなの笑顔！」

追分小学校５年　小路　藍花さん

【優秀賞】　

　「気のゆるみ　事故につながる　その一瞬」

追分小学校６年　斉藤　康介くん

　「運転中　軽いわき見が　重い罪」

早来小学校６年　　川　遥加さん

【佳作】

　「『だいじょうぶ。』その思い込みが　命とり」

安平小学校６年　　橋　尚子さん

　「足止めて　よく見てわたろう　交差点」

安平小学校６年　水元莉々香さん　

　「やめましょう　ながらスマホは　事故のもと」

遠浅小学校６年　林　　龍斗くん

　「わたるとき　車がなくても　確認を！」

早来小学校６年　中田　和花さん

安平町交通安全スローガン表彰作品

ストップ・ザ・交通事故
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平成 26 年　安平町で発生した交通事故概況

平成 26 年人身事故　月別発生件数

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

安平町 1 1 1 0 0 0 0 0 2 1 2 0

　早来地区 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0

　追分地区 0 1 1 0 0 0 0 0 2 1 0 0

☆月別の事故発生状況を見ると、９月から 11 月で５件、１月から３月に３件発生しています。

冬に向けた準備期間から、冬期間にかけて発生していることが分かります。

平成 26 年　地域別発生件数

追分 早来 安平 遠浅

発生件数 47 52 29 62

物損事故 42 52 29 59

人身事故 5 0 0 3

年別事故発生件数（平成 22 年～ 26 年）

H22 H23 H24 H25 H26

事 故 発 生 件 数 188 183 210 181 190

物 損 事 故 180 166 202 177 182

人 身 事 故 8 17 8 4 8

死 者 数 1 0 0 0 0

※平成 26 年の事故発生件数は、190 件と合併以来３

番目の件数となっており、うち人身事故が８件発生し

平成 25 年の２倍の数値になっています。

　事故件数内訳は下表のとおりで、人身事故は、追分

と遠浅で多く発生しました。

安平町における交通事故発生件数（駐在所調べ）

☆時間別に見ると、早朝と夕方の通勤・

帰宅時に発生しています。

0
～
3
時

4
～
7
時

8
～
11
時

12
～
15
時

16
～
20
時

21
時
～
未
明

平成 26 年人身事故　時間別発生状況

☆曜日別に見ると、週の後半（木～土曜日）

にかけて集中しています。

平成 26 年人身事故　曜日別発生状況

【分析の結果から見えてきた事故の特徴】

　安平町交通安全推進委員会が分析した平成 26 年

の人身事故は、上記発生状況の特徴に加え性別や年

代別、道路別に分けられ、次のようなことがわかり

ました。

①道路が混雑する通勤・帰宅時（冬場は薄暗く、路

面状況もわかりにくい）の国道で多発している。

②事故発生の第１当事者は 60 ～ 70 代の男性で、仕

事などの業務のため運転していた。

③第１当事者の多くは安全運転義務違反が多く見ら

れ、前方不注意・左右不確認が原因となっている。

　一日の中で、通勤時と疲れが出やすい夕方などに

おける不注意が事故を引き起こしているのがわかり

ました。

　平成 26 年１月から 12 月までに町内で起きた交通事故は 190 件。この数値は、平成 18 年

の合併以来３番目に位置づけられています。ここで、平成 26 年に発生した交通事故のうち８

件の人身事故について安平町交通安全推進委員会が分析した結果をお知らせします。

ちょっとそこまで…
というときも、
シートベルトは
忘れずに！



4

９
月
の
で
き
ご
と

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て

　

９
月
９
日
、
消
防
署
安
平
支
署

は
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

法
に
つ
い
て
の
普
通
救
命
講
習
会

を
開
催
。
参
加
者
か
ら
は
「
Ａ
Ｅ

Ｄ
に
初
め
て
触
っ
た
。
事
態
に
直

面
す
る
前
に
学
べ
て
良
か
っ
た
」

と
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
同
日
、
胆
振
管
内
で
初
め
て

防
災
ヘ
リ
を
運
航
し
た
北
海
道
防

災
航
空
隊
と
胆
振
東
部
消
防
組
合

特
別
救
助
隊
に
よ
る
合
同
訓
練
も

行
わ
れ
、
万
が
一
へ
の
備
え
の
重

要
さ
を
感
じ
さ
せ
る
１
日
と
な
り

ま
し
た
。

い
じ
め
根
絶
を
考
え
る

　

９
月
２
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で

安
平
町
い
じ
め
ゼ
ロ
子
ど
も
会
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
「
い
じ
め
を
無
く

す
方
法
」
を
テ
ー
マ
に
、
２
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
意
見
交
換
を
実

施
。
そ
の
後
、
出
さ
れ
た
意
見
を

ま
と
め
、
相
手
を
知
る
こ
と
の
大

切
さ
か
ら
「
知
」、
思
い
や
り
や

ま
と
ま
り
を
意
味
す
る
「
絆
」
と

い
う
字
が
、
い
じ
め
根
絶
に
向
け

た
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
各
グ
ル
ー

プ
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
収
益
金
を
寄
附

　

９
月
４
日
、
安
平
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
（
会
長 

田
村
興
文
）
よ

り
安
平
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
、

う
ま
か
ま
つ
り
収
益
金
が
寄
附
さ

れ
ま
し
た
。

　

目
録
を
手
渡
さ
れ
た
安
平
町
社

会
福
祉
協
議
会
荒
木
会
長
は
、
同

ク
ラ
ブ
の
日
ご
ろ
の
慈
善
活
動
に

敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
「
有
効

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

合
同
秋
祭
り
を
開
催

　

９
月
５
、
６
日
の
両
日
、
ケ
ア

ハ
ウ
ス
サ
ッ
ク
ル
、
町
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
サ
ッ
ク
ル
、
町
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
合
同
の

秋
祭
り
が
開
か
れ
利
用
者
や
入
所

者
、
地
域
住
民
な
ど
延
べ
２
９
６

人
が
来
場
。

　

追
高
生
や
婦
人
団
体
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
駆
け
つ
け
、
対
決
ゲ
ー

ム
や
カ
ラ
オ
ケ
の
ほ
か
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
な
い
盆
踊
り
な
ど
で
会
場

は
盛
り
上
が
り
、
溢
れ
る
ほ
ど
の

笑
い
声
が
響
く
２
日
間
と
な
り
ま

し
た
。

本
物
の
音
色
を
体
感
！

　

９
月
10
日
、
は
や
き
た
子
ど
も

園
で
、
保
護
者
会
が
企
画
す
る
和

太
鼓
鑑
賞
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
子
ど
も
た
ち
に

本
物
の
音
色
を
聞
い
て
も
ら
お
う

と
い
う
こ
と
か
ら
、
安
平
町
出
身

の
和
太
鼓
奏
者
し
ん
た
さ
ん
と
三

味
線
奏
者
の
新
田
昌
弘
さ
ん
が
来

園
し
実
現
。

　

演
奏
が
始
ま
る
と
子
ど
も
た
ち

は
、
手
拍
子
や
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
体
を
動
か
し
な
が
ら
、
和
太
鼓

や
三
味
線
が
奏
で
る
音
色
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
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発
達
障
が
い
を
学
ぶ

　

９
月
17
日
、
松
久
眞
実
プ
ー
ル

学
院
大
学
准
教
授
に
よ
る
講
演

「
崩
れ
な
い
学
級
と
は
」
が
行
わ

れ
、
学
校
関
係
者
な
ど
約
１
２
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

松
久
准
教
授
が
小
学
校
教
諭
時

代
に
直
面
し
た
学
級
内
ト
ラ
ブ
ル

や
発
達
障
害
を
持
つ
子
ど
も
と
の

接
し
方
に
つ
い
て
講
演
。
「
大
声

を
出
さ
な
い
、
静
寂
の
時
間
を
設

け
る
な
ど
刺
激
を
減
ら
す
工
夫

が
、
子
ど
も
た
ち
の
興
奮
を
招
か

ず
穏
や
か
な
時
間
を
送
る
方
法
」

と
参
加
者
ら
に
伝
え
ま
し
た
。

町
内
各
所
を
探
検
！

　

９
月
16
日
、
は
や
き
た
子
ど
も

園
じ
ゃ
ん
ぷ
組
が
町
内
各
所
を
回

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
。

　

町
内
で
働
く
人
の
仕
事
や
施
設

を
見
学
し
な
が
ら
、
地
域
に
つ
い

て
知
る
と
い
う
も
の
。

　

見
学
先
の
追
分
フ
ァ
ー
ム
リ

リ
ー
バ
レ
ー
で
は
、
調
教
中
の
競

走
馬
を
目
の
当
た
り
に
し
、
そ
の

大
き
さ
に
驚
く
子
ど
も
た
ち
で
し

た
。
そ
の
後
、
バ
ス
で
移
動
し
追

分
庁
舎
を
訪
問
。
こ
の
日
は
、
安

平
町
の
何
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

の
か
な
。

自
然
豊
か
な
安
平
川

　

９
月
19
日
、
追
分
小
学
校
４
年

生
の
第
２
回
安
平
川
の
学
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

安
平
川
源
流
部
で
の
川
探
索
が

今
回
の
学
習
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
笹
舟
を
作
り
川
の
流
れ
を
調

べ
た
り
、
川
底
で
生
活
す
る
水
生

生
物
を
観
察
す
る
な
ど
、
楽
し
み

な
が
ら
も
、
安
平
川
が
自
然
豊
か

な
川
で
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
様
子
で
し
た
。

　

次
回
は
、
魚
卵
の
放
流
体
験
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

祝
　
百
歳

　

９
月
の
誕
生
日
で
１
０
０
歳
を

迎
え
た
飯
坂
清
美
さ
ん
（
早
来
栄

町
）
に
、
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
賞

状
と
銀
杯
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
男
性
で
最
高
齢
と
な
っ

た
飯
坂
さ
ん
は
、
今
で
も
自
分
の

歯
で
物
を
食
べ
る
そ
う
で
す
。
好

き
嫌
い
も
な
く
、
お
酒
も
少
々
い

け
る
の
だ
と
か
。

　

家
族
の
支
え
が
あ
っ
て
、
大
病

も
な
く
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま

す
。
長
寿
の
秘
訣
は
、
よ
く
食
べ

る
こ
と
。
穏
や
か
な
笑
顔
が
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。
ま
す
ま
す
お

元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

全
道
各
地
か
ら
乳
牛
集
う

　

９
月
19
日
と
20
日
、
北
海
道

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
場
で

「
２
０
１
５
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ウ
」
が
開
催

さ
れ
、全
道
各
地
か
ら
４
０
６
頭
、

町
内
か
ら
は
６
頭
が
出
陳
し
、
全

日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
へ
の

出
場
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

10
月
23
日
か
ら
26
日
に
は
、
同

会
場
で
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
グ

ラ
ン
プ
リ
が
開
催
。
全
国
各
地
か

ら
選
り
す
ぐ
り
の
乳
牛
が
集
ま

り
、容
姿
な
ど
を
競
い
合
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
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９月

文化の継承

スポーツの秋始まる！

第６回チームあびら

地域間交流スポーツ大会

プールフェスティバル

ゴルフ場跡地にメガソーラー施設建設
　かつて、ゴルフ銀座と呼ばれた早来地区で大規

模な太陽光発電所の建設が進められています。

　株式会社パスポート社（本社：神奈川県）は、

早来富岡の旧ユニオンジャックカントリークラブ

跡地（土地所有者：株式会社レイティストテクノ

ロジーホールディングス）に最大出力約 13,500

キロワットの「アグリソーラー安平」太陽光発電

所の工事に着手しました。

　７月 10 日、現地で地鎮祭が執り行われ、９月

７日から本格的工事を開始、来年９月からの運転

開始が予定されています。

　町内では、４番目の大規模太陽光発電所となり

ます。

【事業概要】

施 設 名 称 アグリソーラー安平太陽光発電所

所 在 地 早来富岡（旧ユニオンジャック跡地）

敷 地 面 積 約 18 万㎡

出 力 規 模 約１万 3,500kW

パ ネ ル 枚 数 50,952 枚

建 設 期 間 平成 27 年９月～平成 28 年９月

運転開始予定 平成 28 年９月

《町内の大規模太陽光発電所　施設概要》

名 称 いちご安平遠浅 ECO 発電所
ムラコシ精工安平町太陽光

発電所グリーンパワー安平
苫東安平ソーラーパーク

事 業 者 いちご ECO エナジー㈱ ㈱ムラコシ精工 苫東安平ソーラーパーク㈱

所 在 地 遠浅 早来富岡 遠浅

面 積 約３万㎡ 約 4.1 万㎡ 約 166 万㎡

出 力 規 模 約１万 1,600kW 約 1,355.2kW 約 11 万 1,000kW

パネル枚数 4,576 枚 5,600 枚 444,024 枚

発 電 開 始 平成 26 年 12 月 平成 26 年２月 平成 27 年 12 月（予定）
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
こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
総
務
課
情
報
グ
ル
ー
プ
（
☎　

２
５
１
１
）
ま
で

あびら回顧録
で き ご と
世 相

歌
書 籍
映画・テレビ

～昭和 56 年編
札幌冬季オリンピック開催／ハイセイコーが大井競馬場でデビュー
流行「なめネコ」／死因のトップ、脳卒中からガンへ／ヒット商品「雪見だいふく」
奥飛騨慕情（竜　鉄也）／まちぶせ（石川ひとみ）／お嫁サンバ（郷ひろみ）
ノストラダムスの大予言（五島　勉）／十万分の一の偶然（松本清張）
典子は今／さよなら銀河鉄道 999 ／意地悪ばあさん／オレたちひょうきん族

昭和 56 年 10 月の「広報おいわけ」→

（表紙）石勝線の開通を盛大に祝い、追分

小鼓笛隊を先頭に市街地をパレードの様子

畑以外でトラクターの運転さばきを披露してい

たとは、知りませんでした。↓

←昭和 56 年 10 月の「広報はやきた」

（表紙）早来神社祭典で練り歩いたお稚児たち。

→
こ
れ
も
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
力
自
慢
の
馬
が
力
量

を
競
い
合
う
「
ば
ん
ば
競
争
」
が
早
来
で
も
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
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戦
争
を
し
て
い
た
時
代
と

　
　
　
　
　
　
　
現
代
と
の
違
い

追
分
中
学
校
３
年　

中
道　

結
愛

　

戦
争
し
て
い
た
時
代
も
現
代
も

変
化
し
て
い
な
い
こ
と
を
塩
冶
さ

ん
に
伺
う
と
、
人
の
優
し
さ
、
そ

し
て
心
だ
と
い
い
ま
す
。
人
々
が

お
互
い
を
思
い
や
り
助
け
合
う
。

今
後
も
ず
っ
と
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

塩
冶
さ
ん
や
平
原
さ
ん
な
ど
広

島
市
内
の
方
々
の
話
し
を
聞
き
、

感
じ
た
こ
と
が
大
き
く
二
つ
あ
り

ま
す
。

　

一
つ
は
、
世
の
中
の
こ
と
に

も
っ
と
興
味
を
持
ち
、
考
え
る
こ

と
。
そ
れ
を
継
続
す
る
こ
と
で
変

化
に
気
づ
き
、
視
野
が
広
が
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
二
つ

目
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
で

す
。
互
い
を
思
い
や
り
助
け
合
う

こ
と
は
、
い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら

な
い
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
か
ら
私
は
、
周
り

の
こ
と
に
も
っ
と
興
味
を
持
つ
。

そ
し
て
、
人
と
の
つ
な
が
り
、
助

け
合
う
と
い
う
こ
と
。
広
島
で
の

学
習
を
通
し
て
学
ん
だ
様
々
な
こ

と
を
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
で
も
活

か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、

　
　
　
そ
し
て
、
原
爆
に
つ
い
て

早
来
中
学
校
３
年　

藤
井　

風
羽

　

塩
冶
さ
ん
は
、
戦
争
が
ど
の
よ

う
に
悲
惨
で
苦
し
い
環
境
だ
っ
た

の
か
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

毎
日
の
よ
う
に
、
泊
ま
る
所
を

変
え
て
暮
ら
し
た
事
、
家
族
が
亡

く
な
っ
た
事
、
本
当
に
た
く
さ
ん

の
事
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
今
、
話
し
を
す
る
の
が
苦
手

だ
っ
た
塩
冶
さ
ん
は
、
語
り
部
に

な
り
、
多
く
の
人
達
に
伝
え
て
い

る
の
で
す
。
私
は
、
塩
冶
さ
ん
の

話
し
を
聞
い
て
、
戦
争
の
恐
ろ
し

さ
だ
け
で
は
な
く
、
命
の
大
切
さ

や
何
事
も
勇
気
を
持
っ
て
行
う
事

を
学
び
ま
し
た
。
本
当
に
す
ば
ら

し
い
人
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
私
も
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し

い
人
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
を
し
て
く

れ
た
平
原
さ
ん
は
、
建
物
や
碑
め

ぐ
り
の
時
に
、
当
時
の
状
況
や
平

原
さ
ん
自
身
が
思
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

広
島
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
愛

情
、
こ
れ
か
ら
も
戦
争
し
て
は
い

け
な
い
と
い
う
思
い
を
学
び
、
そ

れ
ら
を
、
私
は
今
後
の
生
活
に
生

か
し
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

～「広島平和記念式典派遣事業」報告会～

「世界が平和になるために」

　
８
月
５
日
か
ら
７
日
に
か
け

て
、安
平
町
の
小
中
学
生
６
名
が
、

広
島
平
和
記
念
式
典
派
遣
事
業
に

参
加
し
ま
し
た
。

　
広
島
市
で
開
催
さ
れ
た
平
和
記

念
式
典
に
参
列
し
た
ほ
か
、
安
平

町
を
発
つ
と
き
に
託
さ
れ
た
千
羽

鶴
を
原
爆
供
養
塔
折
り
鶴
奉
納
庫

に
納
め
、
広
島
平
和
記
念
資
料
館

な
ど
を
巡
り
、
被
爆
者
と
ふ
れ
あ

い
戦
争
と
原
爆
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　
８
月
29
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
報
告
会
「
平
和
へ
の
誓

い
」
で
発
表
し
た
派
遣
団
の
決
意

を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

派遣団：中道結愛さん（追分中３年）・藤井風羽さん（早来中３年）

　　　　渡辺ひかりさん（追分小６年）・鈴木涼斗くん（安平小６年）

　　　　藤井稜介くん（遠浅小６年）・門田涼楓さん（早来小６年）

引　率：熊谷太一さん（安平町教育委員会社会教育グループ）

※紙面の都合により、文章を割愛しています。

焼けただれた被服

平原ガイドとの碑めぐり

平和を願う鐘



9

一
つ
の
原
爆
で
失
っ
た
も
の
は

追
分
小
学
校
６
年　

渡
辺
ひ
か
り

　

私
は
、
学
校
の
折
り
鶴
集
会

や
、
戦
争
の
本
や
写
真
を
見
た
の

が
き
っ
か
け
で
、
広
島
に
行
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
に
も
崩
れ
そ
う
な
原
爆
ド
ー

ム
や
た
く
さ
ん
の
像
、
記
念
碑
に

は
、
詩
や
訴
え
が
彫
ら
れ
、
原
爆

へ
の
う
ら
み
や
悲
し
み
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　

た
っ
た
一
つ
の
原
子
爆
弾
で

失
っ
た
も
の
は
、
と
て
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
14
万
人
以
上
の
命

と
奇
跡
的
に
生
き
残
っ
た
人
た
ち

の
そ
の
後
の
人
生
。
ほ
か
に
も
、

た
く
さ
ん
の
建
物
や
、
広
島
の
ま

ち
そ
の
も
の
と
、
平
和
な
く
ら
し

な
ど
で
す
。

　

今
、
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
町

の
平
和
は
、
戦
争
で
た
く
さ
ん
の

失
っ
た
も
の
の
上
に
あ
る
ん
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
戦
争
の
こ
わ
さ
を
知
ら

な
い
し
、
考
え
た
こ
と
も
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
広
島
に

行
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
原
爆
と
戦

争
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
気
持
ち
は
、

私
が
大
人
に
な
っ
て
も
忘
れ
ず
に

い
た
い
で
す
。

戦
争
が
起
き
た
時
の

　
　
　
　
　
　
様
子
や
気
持
ち

安
平
小
学
校
６
年　

鈴
木　

涼
斗

　

ぼ
く
が
参
加
し
よ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
、
戦
争
の
こ
と
を
よ

く
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

平
和
記
念
資
料
館
に
は
、
被
爆

し
た
三
輪
車
、
学
生
服
、
時
計
等

た
く
さ
ん
展
示
し
て
あ
り
ま
し

た
。
一
瞬
の
高
熱
だ
っ
た
の
で
鉄

な
ど
も
と
け
き
ら
ず
変
形
し
て
い

ま
し
た
。
壁
に
刺
さ
っ
た
ガ
ラ
ス

を
見
た
時
は
、
原
爆
は
と
て
も
恐

ろ
し
い
も
の
だ
な
と
改
め
て
思
い

ま
し
た
。
「
皮
下
出
血
に
よ
る
し

は
ん
が
出
た
兵
士
」
の
写
真
を
見

て
、
こ
の
人
は
ど
ん
な
に
辛
い
思

い
を
し
た
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し

た
。
自
己
テ
ー
マ
に
対
す
る
答
え

は
、『
辛
い
と
か
苦
し
い
と
か
で

は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
』
と
こ

の
時
思
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
広
島
に
行
く
前
、
戦

争
や
核
兵
器
は
世
界
に
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

広
島
に
行
っ
て
色
々
な
こ
と
を
見

た
り
聞
い
た
り
し
て
こ
の
気
持
ち

が
よ
り
一
層
強
ま
り
、
被
爆
者
の

体
験
を
聞
い
て
、
戦
争
を
知
ら
な

い
人
た
ち
に
伝
え
な
け
れ
ば
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。

原
爆
を
投
下
さ
れ
た
後
の

　
　
　
　
　
　
　
人
々
の
思
い

遠
浅
小
学
校
６
年　

藤
井　

稜
介

　

ぼ
く
は
、
語
り
部
の
塩
冶
さ
ん

に
戦
争
や
原
爆
の
こ
と
に
つ
い
て

聞
き
ま
し
た
。
塩
冶
さ
ん
は
五
歳

の
時
に
被
爆
し
、
原
爆
が
投
下
さ

れ
た
時
は
、
何
も
か
も
が
一
瞬
の

こ
と
で
、
何
が
起
き
た
の
か
全
く

分
か
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
屋

根
が
崩
れ
落
ち
て
塩
冶
さ
ん
は
が

れ
き
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
覚
え

て
い
る
の
は
、
真
っ
暗
闇
の
中
に

い
た
こ
と
だ
け
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
後
、
母
親
に
助
け
ら
れ

て
外
に
出
た
時
に
は
、
あ
た
り
の

家
々
が
全
て
な
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
ぼ
く
は
、
小
さ
い
子
ど
も
た

ち
ま
で
も
が
、
何
も
分
か
ら
な
い

ま
ま
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
戦
争
の
恐
ろ
し
く
て
か
わ
い
そ

う
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

原
爆
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
が
空

し
く
な
っ
た
記
憶
が
あ
る
と
い
い

ま
す
。
普
通
の
人
の
当
た
り
前
の

生
活
が
す
べ
て
奪
わ
れ
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
家
族
や
友
達
な
ど
に

囲
ま
れ
普
通
に
生
活
し
て
い
る
。

そ
れ
が
、
本
当
に
恵
ま
れ
て
い
る

ん
だ
な
と
強
く
思
い
ま
し
た
。　

被
爆
し
た
方
が
、
今
思
っ
て
い
る

こ
と
や
伝
え
た
い
こ
と

早
来
小
学
校
６
年　

門
田　

涼
楓

　

ア
メ
リ
カ
人
の
約
半
数
が
原
爆

に
よ
っ
て
終
戦
が
早
ま
っ
た
の
だ

か
ら
、
原
爆
投
下
は
正
当
化
で
き

る
と
思
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
塩
冶
さ
ん
は
、

「
そ
れ
は
誤
っ
た
考
え
方
で
す
。

焼
け
た
だ
れ
た
人
の
死
体
を
見
た

と
き
戦
争
の
悲
し
さ
が
わ
か
り
ま

す
。
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
原
爆
は
間
違
っ
て

い
た
と
考
え
る
人
の
輪
が
広
が
っ

て
欲
し
い
そ
う
で
す
。

　

今
回
、
広
島
で
塩
冶
さ
ん
の
よ

う
な
語
り
部
の
方
や
広
島
の
町
並

み
が
平
和
を
伝
え
る
努
力
を
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
私

は
こ
れ
か
ら
色
々
な
国
の
人
と
も

話
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
機
会
が

た
く
さ
ん
出
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
時
に
平
和
に
つ
い
て
の

話
が
出
た
ら
、
原
爆
を
使
っ
た
の

は
間
違
い
だ
っ
た
し
、
こ
れ
か

ら
も
使
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
を
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、
そ
れ
が
私
の
役
目
だ
と
思
い

ま
す
。

平
和
を
願
う
一
日

　

８
月
29
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で

平
成
27
年
度
安
平
町
平
和
祈
念
式

典
が
行
わ
れ
、
１
２
２
柱
の
御
霊

体
に
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

戦
災
体
験
者
の
高
齢
化
に
よ
り

惨
禍
の
話
し
が
薄
れ
風
化
し
つ
つ

あ
る
昨
今
、
戦
後
70
年
間
憲
法
９

条
を
柱
に
平
和
主
義
を
通
し
て
き

た
日
本
が
、
国
会
で
の
安
保
保
障

関
連
法
案
の
可
決
に
よ
り
揺
れ
て

い
ま
す
。

　

願
い
は
、
二
度
と
あ
の
よ
う
な

悲
惨
な
戦
争
が
起
き
な
い
こ
と
、

核
兵
器
の
廃
絶
に
向
け
、
改
め
て

平
和
を
誓
う
一
日
と
な
り
ま
し

た
。
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  す

 

　     【
農
林
課
☎

２
５
１
５
】

　
第
６
回
目
は
、
「
農
林
課
」
を

紹
介
し
ま
す
。

　

農
林
課
は
、
農
政
・
畜
産
と

土
地
改
良
・
林
務
の
２
グ
ル
ー

プ
か
ら
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
政
で
は
、
農
家
の
担
い
手

育
成
や
農
業
関
係
施
設
（
農
産

物
加
工
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

の
管
理
を
行
い
、
畜
産
は
家
畜

衛
生
の
推
進
や
共
進
会
の
支
援
、

公
共
牧
場
の
管
理
運
営
を
行
い

ま
す
。

　
土
地
改
良
で
は
、
農
地
の
改

良
や
瑞
穂
ダ
ム
な
ど
農
業
施
設

の
管
理
を
行
い
、
林
務
で
は
緑

化
事
業
の
普
及
啓
発
や
森
林
の

管
理
（
計
画
的
な
伐
採
な
ど
）
、

有
害
鳥
獣
の
駆
除
（
ア
ラ
イ
グ

マ
や
ヒ
グ
マ
な
ど
）
を
業
務
と

し
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な

 

問
合
せ
が
多
い
で
す
！

ア
ラ
イ
グ
マ
の
被
害
が
…

　

近
年
、
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る

北
海
道
固
有
の
生
態
系
や
農
作

物
、
人
へ
の
被
害
が
問
題
と
な
っ

て
お
り
、　

町
で
は
、
ア
ラ
イ
グ

マ
捕
獲
罠
の
設
置
や
罠
の
貸
出

し
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
被
害
発

生
の
際
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
】

①
餌
付
け
を
し
な
い
。

※
生
ご
み
の
適
切
な
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

②
ア
ラ
イ
グ
マ
が
侵
入
で
き
る

空
間
を
作
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

農
林
課
か
ら

　
　

お
知
ら
せ
で
す
！

①
競
馬
を
観
戦
し
よ
う
！　

　

町
の
Ｐ
Ｒ
と
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ

競
馬
の
振
興
を
目
的
に
、
ホ
ッ

カ
イ
ド
ウ
競
馬
企
業
協
賛
競
走

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
皆
さ
ん
！
10
月
13
日


に
開
催
す
る
町
民
バ
ス
ツ

ア
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？
詳

細
は
広
報
あ
び
ら
９
月
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
！

②
秋
は
ヒ
グ
マ
に
注
意
！

　

秋
は
キ
ノ
コ
狩
り
な
ど
を
目

的
と
し
た
入
山
者
と
ヒ
グ
マ
と

の
事
故
が
増
え
る
季
節
で
す
。

　

入
山
す
る
際
は
、
ヒ
グ
マ
出

没
情
報
の
確
認
や
早
朝
・
夕
方

の
入
山
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ヒ
グ
マ
の
痕
跡
を
見

つ
け
た
際
は
、
役
場
ま
た
は
駐

在
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

③
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
が
開
催
！

　

日
本
全
国
か
ら
選
り
す
ぐ
り

の
乳
牛
が
集
ま
る
全
日
本
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
共
進
会
が
10
月
23
日


か
ら
26
日

の
間
、
北
海
道

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
場
（
早

来
新
栄
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
各
地
か
ら
そ
の
土
地
を

代
表
す
る
乳
牛
が
集
い
、
容
姿

な
ど
を
競
う
、
ま
さ
に
、
乳
牛

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
も
い
え
る

大
会
で
す
。
会
場
で
は
胆
振
管

内
の
味
覚
が
集
う
「
い
ぶ
り
マ

ル
シ
ェ
」
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
、
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

こんな活動しています

サークル紹介

連絡先　会長　明井　トヨさん 

☎ 3313

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
「
か
し
わ

焼
き
同
好
会
」
の
皆
さ
ん
で
す
。

安
平
町
ふ
れ
あ
い
交
流
館
み
な
く

る
で
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
取

材
し
ま
し
た
。

　

活
動
場
所
に
お
邪
魔
す
る
と
真

剣
な
眼
差
し
で
粘
土
を
練
る
会
員

の
皆
さ
ん
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
。

「
練
る
」
と
い
う
作
業
は
、
綺
麗

な
焼
き
物
を
作
る
う
え
で
、
と
て

も
重
要
な
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
の
練
り
の
作
業
を
経
て
、
形

を
整
え
、
色
付
け
や
焼
き
を
行
い

作
品
の
完
成
。
作
り
始
め
か
ら
完

成
ま
で
に
約
１
か
月
半
か
か
る
の

だ
と
か
。
す
ぐ
に
手
に
入
ら
な
い

分
、
作
品
へ
の
「
愛
着
」
が
強
い

も
の
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

陶
芸
の
さ
ら
な
る
魅
力
に
つ
い

て
明
井
会
長
に
伺
う
と
「
世
代
問

わ
ず
楽
し
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

自
分
の
作
品
が
食
卓
に
並
ぶ
と
食

事
が
よ
り
美
味
し
く
感
じ
る
」
、

「
既
製
品
と
は
違
う
温
も
り
を
感

じ
ら
れ
る
の
も
魅
力
で
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

初
心
者
で
も
大
歓
迎
！

　

自
ら
の
手
で
、
食
器
や
小
物
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

興
味
関
心
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

活
動
場
所　

安
平
町
ふ
れ
あ
い
交

流
館
み
な
く
る

練
習
日
時　

毎
週
水
、
木
、
土

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

かしわ焼き同好会
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ていあんくんから
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

□
ご
意
見
（
６
月
・
町
民
）

　

平
成
26
年
11
月
に
実
施
さ
れ
た
「
安
平
町
民
前
期
高
齢
者

の
救
急
医
療
に
関
す
る
調
査
研
究
」
に
関
す
る
質
問
と
意
見

（
含
要
望
）

①
調
査
研
究
の
結
果
報
告
は
い
つ
か
？

②
調
査
研
究
を
ど
の
よ
う
に
役
立
て
る
の
か
報
告
し
て
欲
し

い③
当
該
調
査
研
究
に
要
し
た
税
金
の
額
を
発
表
し
て
ほ
し
い

④
調
査
研
究
に
要
し
た
税
金
の
額
に
見
合
う
内
容
で
あ
っ
た

か
の
評
価
を
発
表
し
て
ほ
し
い

⑤
町
民
の
協
力
と
血
税
を
注
い
だ
こ
と
が
い
か
に
有
効
で

あ
っ
た
か
の
回
答
を
期
待
す
る

　

救
急
医
療
に
役
立
て
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
刻
も
早
い
研
究

結
果
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

■
回
答

　

昨
年
11
月
に
実
施
し
た
「
安
平
町
民
前
期
高
齢
者
の
救
急

医
療
に
関
す
る
調
査
研
究
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報

あ
び
ら
９
月
号
に
掲
載
し
た
「
安
平
町
の
救
急
医
療
～
前
期

高
齢
者
の
救
急
医
療
の
実
態
～
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
福
祉
課
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ　
☎
　
４
５
５
５

10 月 19 日（月）～ 25 日（日）　秋の行政相談週間

相談会など 日時 場所 相談員・参加予定機関など

第 49 回合同行政相談懇談会

10 月 15 日

　13 時～

町民センター

３階　中集会室

行政評価局、室蘭開発建設部苫

小牧道路事務所、室蘭建設管理

部苫小牧出張所、苫小牧警察署、

北海道旅客鉄道株式会社追分駅、

NTT 東日本、早来雪だるま郵便

局・消防署安平支署、追分高等学

校、安平町小中学校校長会、安平・

厚真広域行政事務組合、安平町

後期自治会長等会議
10 月 15 日

　15 時 30 分ころ～

町民センター

３階　中集会室
安平町

１日合同行政相談所開設

《無料・秘密厳守・予約不要》

10 月 19 日

　10 時～ 15 時

ぬくもりセンター

多目的情報会議室

総務省行政相談委員（追分地区　

平野秀樹）、安平町

【相談内容】年金（国民・厚生等・各種遺族年金）・税金・借金（多重債

務）・サラ金等・健康保険・道路・河川・登記・社会福祉・各種行政サー

ビスほか
地区別開催ではなく、安平町１日合同行政相談所として

開設しますので、お気軽にご相談ください。

　全国に配置されている行政相談委員が、行政相談所を開設し地域住民か

らの相談を受付、処理します。また、合同行政相談懇談会では、行政相談

委員が、自治会、商工会等地域の各種団体の代表者との意見交換、苦情や

意見・要望をお聞きします。

　安平町では、次のとおり開催します。
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（
文
・
山
口
寛
子
保
健
師
）

　

今
回
は
幼
児
の
し
つ
け
に
つ
い

て
お
話
し
を
し
ま
す
。

　

幼
児
期
は
ど
ん
ど
ん
自
我
が
芽

生
え
て
く
る
時
期
で
あ
り
、
親

の
葛
藤
も
多
い
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
に
対
し
て
感
情
的
に

な
っ
て
し
ま
い
、
落
ち
込
む
こ
と

も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
子
ど
も
に
親
の
思
い
を
う
ま

く
伝
え
る
に
は
工
夫
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
今
か
ら
子
ど
も
と
買

い
物
に
行
く
と
し
ま
す
。
前
回
の

買
い
物
で
は
、
子
ど
も
が
走
り
回

り
散
々
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
と

き
に
「
今
日
は
買
い
物
に
行
く
か

ら
ち
ゃ
ん
と
し
て
ね
」
「
今
日
は

い
い
子
に
し
て
い
て
ね
」
と
言
い

聞
か
せ
た
と
し
ま
す
。
こ
の
表
現

は
子
ど
も
に
通
じ
る
の
で
し
ょ
う

か
？
こ
の
よ
う
な
あ
い
ま
い
な
表

現
を
し
た
場
合
、
子
ど
も
の
頭
の

中
は
「
？
（
ハ
テ
ナ
）」
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、「
お

店
で
は
走
り
回
ら
な
い
で
ほ
し
い

な
」
「
お
店
で
は
お
買
い
物
を
手

伝
っ
て
ほ
し
い
な
」
と
、
子
ど
も

に
「
し
て
ほ
し
い
行
動
」
を
短
め

に
伝
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
は
言
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
ら
な
い
ま
ま
だ
と
、
同
じ

こ
と
を
繰
り
返
し
ま
す
。
親
が
い

く
ら
大
き
な
声
を
出
し
て
も
理
解

が
で
き
ず
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

い
の
で
す
。
あ
い
ま
い
な
表
現
で

は
な
く
わ
か
り
や
す
い
表
現
で
伝

え
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
が
悪
い
こ
と
を
し
て
し

か
っ
て
い
る
と
き
、
子
ど
も
の

態
度
が
面
白
か
っ
た
場
合
、
し
か

り
な
が
ら
つ
い
笑
っ
て
し
ま
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
笑
い
な
が

ら
し
か
る
事
で
、
悪
い
こ
と
を
す

る
と
親
が
注
目
し
て
く
れ
る
と
思

い
、
繰
り
返
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
る
と
き
は
声
の
ト
ー
ン
を

落
と
す
、
親
が
深
呼
吸
し
ク
ー

ル
ダ
ウ
ン
し
落
ち
着
い
て
か
ら
し

か
る
な
ど
、
「
い
つ
も
と
は
違
う
」

と
子
ど
も
に
思
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
に
ち
は

　
　

保
健
師
で
す

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

し
か
る
時
の
態
度
に
気
を

つ
け
て

　

悪
い
こ
と
を
許
し
て
い
る
と
、

悪
い
こ
と
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な

り
ま
す
。
例
え
ば
、
子
ど
も
が
お

店
で
「
○
○
買
っ
て
」
と
泣
い
た

と
し
ま
す
。
そ
こ
で
「
今
日
は
特

別
」
と
買
っ
て
あ
げ
る
と
、
次
回

も
お
店
に
行
っ
た
際
「
特
別
」
を

求
め
泣
く
よ
う
に
な
り
悪
循
環
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
お
店
に
入

っ
た
時
に
「
今
日
は
お
菓
子
を
買

わ
な
い
よ
」
と
約
束
し
た
ら
、
必

ず
守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
人

に
言
わ
れ
た
こ
と
を
考
え
て
我
慢

し
た
り
表
現
す
る
仕
組
み
は
４
歳

頃
ま
で
に
ほ
ぼ
完
成
し
ま
す
。
上

記
図
の
「
考
え
る
脳
」
を
使
っ
て

社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

悪
い
こ
と
は
悪
い
と
分
か
り
や

す
く
伝
え
、
良
い
こ
と
は
「
○
○

で
き
た
ね
」
と
ほ
め
る
よ
う
に
す

る
と
、
子
ど
も
は
良
い
こ
と
を
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

良
い
こ
と
を
し
た
と
き
に
は
笑

顔
で
頭
を
な
で
て
あ
げ
る
な
ど
し

て
表
現
す
る
と
効
果
的
で
す
。

　

ま
た
、
ほ
め
っ
ぱ
な
し
に
せ
ず
、

次
の
行
動
も
見
守
り
、
で
き
て
い

た
ら
ほ
め
ま
し
ょ
う
。
繰
り
返
し

何
度
で
も
ほ
め
て
良
い
の
で
す
。

（
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
グ
ル
ー

プ　
　
　
　
　
　

）

　

２
４
２
５

我
慢
で
き
る
子

に
な
る
た
め
に

ほ
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

～ほめるしぐさ～

・頭をなでる

・抱きしめる

・拍手する

・高い高いをする

・膝に乗せる

…など
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披
露
し
な
が
ら
選
択
生
徒
９
人
に

実
習
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

内
藤
あ
ん
が
す
牧
場
（
早
来
緑

丘
）
の
内
藤
圭
子
氏
か
ら
は
、
安

平
町
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
「
ア
ン
ガ
ス

牛
」
の
食
材
提
供
と
実
習
に
も
参

加
い
た
だ
く
な
ど
、
一
流
シ
ェ
フ

と
生
産
者
に
よ
る
「
地
産
地
消
」

の
コ
ラ
ボ
調
理
実
習
に
、
生
徒
は

食
の
大
切
さ
と
食
文
化
に
対
す
る

学
習
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
62
人
の
応
募
の
中
、

２
次
予
選
を
通
過
し
た
10
人
は
、

秋
篠
宮
妃
の
紀
子
様
と
次
女
の
佳

子
様
も
出
席
さ
れ
た
東
京
有
楽
町

朝
日
ホ
ー
ル
の
会
場
で
豊
か
な
表

情
と
手
話
で
ス
ピ
ー
チ
し
、
コ
ン

テ
ス
ト
の
様
子
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
全
国

ニ
ュ
ー
ス
で
放
映
さ
れ
る
な
ど
注

目
さ
れ
ま
し
た
。

　

廣
川
さ
ん
は
手
話
が
広
げ
る
世

界
を
「
声
」
と
い
う
演
題
で
ス
ピ
ー

チ
。「
聞
こ
え
な
い
声
を
聞
い
た

瞬
間
」
を
手
話
の
サ
ー
ク
ル
仲

間
と
の
手
話
を
通
し
た
実
体
験
を

交
え
て
表
現
し
ま
し
た
。「
途
中
、

10
秒
間
程
沈
黙
す
る
く
ら
い
緊
張

し
た
。
そ
の
分
、
受
賞
の
喜
び
は

大
き
い
」
と
受
賞
の
感
想
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

手
話
の
全
国
大
会
で

奨
励
賞

　

８
月
29
日
、
東
京
で
行
わ
れ

た
全
国
高
校
生
の
手
話
に
よ
る

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
追

分
高
校
３
年
生
の
廣
川
祐
和
さ

ん
が
上
位
に
次
ぐ
奨
励
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。　 47

追高＝一人ひとりが主役の学校　

　追分高校は、少人数だからこそ、強い絆で結

ばれた仲間と出会え、誰もが主役になれる学校

です。

　追分高校の教職員は、生徒一人ひとりをかけ

がえのない存在として認め、３年間かけて、自

律した 18 歳に育て上げます。

追高＝一人ひとりを伸ばせる学校

追分高校です

　

手
話
と
の
出
会
い
は
小
学
校
５

年
生
。
ド
ラ
マ
の
影
響
で
興
味
を

持
ち
、
地
元
栗
山
町
の
「
く
り
や

ま
手
話
の
会
」
へ
入
会
。
現
在
も

週
１
回
の
練
習
を
欠
か
さ
な
い
そ

の
努
力
が
実
を
結
び
ま
し
た
。

地
産
地
消
の

イ
タ
リ
ア
料
理

　

札
幌
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ

ン
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ　

Ｔ
ｒ
ｉ
ｐ

ｐ
ａ
（
オ
ス
テ
リ
ア　

ト
リ
ッ
パ
）

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
武
隈
岳
史
氏
を

講
師
に
招
い
た
３
年
選
択
授
業
の

調
理
実
習
「
食
物
研
究
」
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

「
食
べ
る
人
の
顔
を
思
い
浮
か

べ
た
料
理
作
り
、
そ
れ
が
料
理
の

愛
情
。」
と
語
る
武
隈
氏
は
終
始

に
こ
や
か
な
笑
顔
。
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
た
ト
ー
ク
で
一
流
の
技
術
を

皆さんのご意見をお寄せください

北海道追分高等学校（☎・FAX 2555）

〒 059‐1911 安平町追分本町７丁目８番地

ホームページをリニューアルしています。

ぜひ、ご覧ください。

【http://www.oiwake.hokkaido-c.ed.jp/】

▼
10
月
の
行
事
予
定

　
14
～
16
日　

１
学
年
宿
泊
研
修

　

28
・
29
日　

校
内
リ
ー
ダ
ー
研
修 ↑アンガス牛を使ったイタリア料理

↑一流シェフの技術

を学ぶ生徒たち

武隈岳史シェフ
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　平成 26 年度決算に基づく健全化判断比率及び公営企業会計の資金不足比率について、監査委員の

審査を経て、９月定例町議会に報告しました。「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」第３条

第１項及び第 22 条第 1 項の規定により公表します。

平成 26 年度
安平町財政健全化比率及び資金不足比率の公表

問合せ　企画財政課財政グループ☎　2751

１．健全化判断比率

①実質赤字比率については、一般会計において 1 億 2,312 万円の黒字であり、実質赤字は生じて

いないことから該当しません。

②連結実質赤字比率については、国民健康保険事業特別会計で 782 万円の赤字が生じています　

が、介護保険事業特別会計ほか一つの公営事業会計で 3,374 万円の黒字、簡易水道事業特別会計

ほか一つの公営企業会計においても 1 億 2,409 万円の黒字となっており資金不足は生じていない

ことから、連結実質赤字比率は黒字のため該当しません。

③実質公債費比率は、前年度の 11.8％から 1.1％改善しています。

④将来負担比率については、前年度の 70.9％から 6.9％改善しており、早期健全化基準の 350％

を大幅に下回っているため問題はありません。

健全化判断比率については、４

指標とも早期健全化基準を下回

り、健全な水準となっています。

４　指標 安平町 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率 ー（ー） 15％ 20％

②連結実質赤字比率 ー（ー） 20％ 30％

③実質公債費比率 10.7％（11.8％） 25％ 35％

④将来負担比率 64.0％（70.9％） 350％

（　）内は前年度数値

２．資金不足比率 公営企業会計名 安平町 経営健全化基準

簡易水道事業特別会計 ー（ー） 20％

公共下水道事業特別会計 ー（ー） 20％

（　）内は前年度数値

資金不足比率についても、各特別会計

ともに実質収支は黒字であり、資金不

足を生じた公営企業はありません。

３．健全化判断比率及び資金不足比率とは

(1) 実質赤字比率

福祉、教育、まちづくりなどを行う一

般会計の赤字額を町税や地方交付税等

の財源の規模と比較して指標化し、財

政運営の悪化の度合いを示す指標です。

　毎年４月に始まり３月に終わる町の会計年度における歳出は、歳入の範

囲内で行うことが原則であり、歳出に対して歳入が不足し、赤字が生じる

ことは望ましくありません。この赤字を解消するには、翌年度の歳入を充

てる繰上充用や、翌年度に支払を延ばす支払繰延などがあり、実質収支は

赤字となります。赤字額を翌年度において、歳入確保又は歳出削減ができ

なければ、更に赤字額が累積していくことになります。

(2) 連結実質赤字比率

すべての会計の赤字と黒字を合算し

て、町全体の赤字の程度を把握するた

め、町税や地方交付税等の財源の規模

と比較して指標化し、地方公共団体全

体としての財政運営悪化の度合いを示

します。

　地方公共団体の会計は、一般会計の他に料金収入等を主な財源として事

業を実施している水道や下水道といった公営企業など複数の会計に分かれ

ています。

　一般会計が黒字でも別の会計に赤字が多くあれば、その団体全体として

見たときの財政状況は良いとは言えません。例えば、水道料金を財源とし

て独立採算で行っている水道事業の赤字額は、その事業の経営努力と料金

収入で解消することが原則ですが、料金収入等で解消できなければ、地方

公共団体としてその赤字に対処しなければならず、一般会計にも大きな影

響を与えかねません。
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(3) 実質公債費比率

借入金 ( 地方債 ) の返済額及びこれに準

じる額の大きさを指標化し、資金繰り

の程度 ( 危険度 ) を示します。

　一般会計の借入金や公営企業等ほかの特別会計の借入金に対しての一般

会計から繰り出す経費、また、近隣町との組合により整備したゴミ処理関

係施設に係る負担金なども一般会計の負担となります。こうした借入金、

負担金を合算し、一般財源の標準的な規模と比較して指標化したもので、

この比率が高まるほど、財政の弾力性が低下し、一般会計の資金繰りが危

険な状態になります。

(4) 将来負担比率

一般会計の借入金や将来支払っていく

可能性のある負担等の内、現時点での

残高の程度を指標化し、将来財政を圧

迫する可能性の度合いを示します。

　一般会計が将来支払っていく負債には、町の長期借入金残高のほか、公

営企業など他会計の借入金残高のうち、一般会計が負担するもの、また、

一部事務組合に係る借入金のうち、町の負担分などがあります。こうした

現時点で想定される将来の負担を財政規模と比較して指標化したもので、

この比率が高い場合、財政運営が圧迫されるなど問題が生じる可能性が高

いと言えます。

(5) 資金不足比率

公営企業の資金不足を、公営企業の事

業規模である料金収入の規模と比較し

て指標化し、経営状態の悪化の度合い

を示す指標です。

　公営企業の経営状況を、公営企業の料金収入に対する資金不足の規模で

表したもので、この比率が高くなるほど、料金収入で資金不足を解消する

のが難しくなります。

４．算定結果の分析 実質赤字比率、連結実質赤字比率及び資金不足比率は、国民健康保険事

業特別会計が赤字となりましたが、一般会計および他の４特別会計の実

質収支は黒字決算となったことから算定されません。

(1) 実質公債費比率：前年度と比較すると 1.1％減少していますが、改善の要因は、公債費に準ずる

債務負担行為に係る額が減少したことによるものです、実質公債費比率は減少傾向にあります。

　実質公債費比率の早期健全化基準は 25％ですが、18％を超えると各種事業の実施にあたっての借

入金が国の許可を要することから、さらに改善することを目指しています。

(2) 将来負担比率：前年度の 70.9% と比較すると 6.9％改善し 64.0％となりました。早期健全化基準

は 350％であることから、「安全ライン」にあると言えます。平成 26 年度の借入金の額は、平成 25

年度と比較すると約１億２千万円減の５億 3,131 万円となっています。平成 25 年度末の借入金残高

99 億 2,802 万円が、平成 26 年度末では 96 億 2,700 万円と３億 102 万円減少しました。その借入

金には過疎債や合併特例債といった、後年度に交付税措置のある借入が多く、将来的に交付税措置

を受けられる額は、平成 25 年度の 94 億 3,701 万円より 1 億 5,415 万円減の 92 億 8,286 万円とな

ります。

　将来負担すべき実質的な負債額は、平成 26 年度決算時で約 25 億円であり、単年度の標準財政規

模 47 億円以内になっています。

　安平町は、市町村合併により合併補助金、交付税の特例、合併特例債や早来地区での過疎債の適用

など多くの優遇措置を受けています。しかし、社会情勢は１市町村ではどうしようもないほど変化し、

町の財政にも大きく影響しています。現在は、国の交付金制度や地方交付税の合併自治体への増額交

付などにより他の自治体と比べると、比較的安定した財政運営は可能ですが、今後に備えて行政の在

り方、事務事業の見直し、住民との協働体制などを合併の優遇措置が切れるまでに検討していく必要

があります。

【用語解説】

※１　標準財政規模とは、地方公共団体の一般財源の標準的な大きさを示す指標で、実質収支比率、経常収支比率や公

　　　債費比率などの基本的な財政指標の分母となる重要な数値です。地方税や地方交付税など地方公共団体が自由に

　　　使えるお金の大きさを表しています。

※２　過疎債とは、過疎地域自立促進特別措置法の指定を受けた過疎地域が、自立促進することで住民福祉の向上や地

　　　域格差を是正するための借入金で、借入の７割が交付税措置されます。

※３　合併特例債とは、市町村合併後の地域振興や旧地域間の格差是正等のため認められる借入金で、安平町では平成

　　　32 年度まで借り入れることができ、借入の７割が交付税措置されます。
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早来地区
【１号車】

10/23 ～ 25 10/26

停留場所（往路） １便 ２便 ３便 ４便 ５便 １便 ２便

遠浅公民館　発 9：35 10：30 11：40 13：20 14：30 9：35 10：40

スズランボウル 9：45 10：40 11：50 13：30 14：40 9：45 10：50

鶴の湯温泉 9：55 10：50 12：00 13：40 14：50 9：55 11：00

共進会場　着 10：00 10：55 12：05 13：45 14：55 10：00 11：05

復路 ２便 ３便 ４便 ５便 最終 ２便

共進会場　発 11：05 12：15 13：55 15：05 16：00 12：00

鶴の湯温泉 11：10 12：20 14：00 15：10 16：05 12：05

スズランボウル 11：20 12：30 14：10 15：20 16：15 12：15

遠浅公民館　着 11：30 12：40 14：20 15：30 16：25 12：25

追分地区
【２号車】

10/23 ～ 25 10/26

停留場所（往路） １便 ２便 ３便 １便のみ

鹿公園　発 9：10 10：40 13：30 9：10

野村商店 9：12 10：42 13：32 9：12

追分公民館 9：16 10：46 13：36 9：16

JR 追分駅 9：19 10：49 13：39 9：19

役場（追分庁舎） 9：22 10：52 13：42 9：22

SL トイレ 9：25 10：55 13：45 9：25

安平消防会館 9：35 11：05 13：55 9：35

あつまバス　中学校前バス停 9：45 11：15 14：05 9：45

JR 早来駅 9：50 11：20 14：10 9：50

共進会場　着 10：00 11：30 14：20 10：00

復路 ２便 ３便 最終 １便のみ

共進会場　発 11：40 14：30 16：10 12：10

JR 早来駅 11：50 14：40 16：20 12：20

あつまバス　中学校前バス停 11：55 14：45 16：25 12：25

安平消防会館 12：05 14：55 16：35 12：35

SL トイレ 12：15 15：05 16：45 12：45

役場追分庁舎 12：18 15：08 16：48 12：48

JR 追分駅 12：21 15：11 16：51 12：51

追分公民館 12：24 15：14 16：54 12：54

野村商店 12：28 15：18 16：58 12：58

鹿公園　着 12：30 15：20 17：00 13：00

第 14 回全日本ホルスタイン共進会北海道大会
開催における巡回バスの運行について

　10 月 23 日から開催される第 14 回全日本ホルスタイン共進会

北海道大会会場までの巡回バスを運行しますので、皆さんのご

来場お待ちしております。

　また、車でお越しの場合には、会場付近の駐車場をご利用く

ださい。

　なお、大会期間中は、会場付近をはじめ各駐車場周辺におい

て交通量が多くなり混雑することが予想されます。大変ご迷惑

をおかけいたしますが、ご理解とご協力宜しくお願い致します。

日　時　10 月 23 日　　26 日　（４日間）

時　間　9 時　17 時（最終日　12 時終了）

場　所　北海道ホルスタイン共進会場（早来新栄）

駐車場の利用について

　開催期間中、北海道ホルスタ

イン共進会場内への一般車両の

乗り入れはできません。

お車でお越しの場合は、会場周

辺に設けられた臨時駐車場をご

利用ください。

　詳細は、第 14 回全日本ホルス

タイン共進会安平町実行委員会

へ（農林課☎ 2515）へお問い

合わせください。

全日本ホルスタイン

グランプリ 2015

会場では、胆振管内の

美味しい食べ物を集めた食の祭典

「いぶりマルシェ IN あびら」

も開催！
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■■■国民年金からのお知らせ■■■

国民年金保険料の納付は「口座振替」が便利でお得です

平成 27 年４月から平成 28 年３月までの国民年金保険料は

月額 15,590 円です

　保険料は日本年金機構から送付される納付書により、金融機関・郵便局・コンビニなど

で納めることができます。しかし、「忙しくて・・・」、「つい、うっかり・・・」といった

理由でも保険料の納め忘れがあると、将来受け取る老齢基礎年金額が減額されたり、受け

られなくなったり、万が一の時の障害基礎年金や遺族基礎年金が受けられなくなる場合が

あります。そこで、国民年金保険料の納付には、便利で安心、確実な口座振替をおすすめ

します。

毎月振替は２種類
　国民年金の口座振替には早割（当月末日振替）と通常振替（翌月末日振替）

の２種類があります。

　通常振替の振替日は「翌月末日」ですが、早割振替にすると月々 50 円の

割引になります。

早割
早割（当月末日振替） 50 円（年間 600 円のお得）

◎早割の振替日（例）４月分の保険料を４月末日に振替

通常の口座振替（翌月末日振替）割引なし

◎通常の振替日（例）４月分の保険料を５月末日に振替

通常

・早割にした場合、初回のみ２か月

分の保険料（前月分＋当月分[割引]）

が振替えられます。

・４分の１および４分の３免除、半

額免除の承認を受けている方は、早

割を利用することができません。

早割を希望する方は手続きが必要です

【必要なもの】年金手帳、預貯金通帳・届出印をお持ちください。

　第１号被保険者（および任意加入被保険者）の方は、希望により月々の定額保険料（平成 27

年度 15,590 円）に付加保険料（月額 400 円）をプラスして納めると、老齢基礎年金に付加年

金を上乗せして受け取ることができます。

（※国民年金基金に加入されている方は利用できません。）

ちょっと　増額　付加年金

納める「付加保険料額」　月額 400 円 受け取る「付加年金額」　年額 200 円×付加月数

〈例〉付加保険料を 10 年間納めた場合　＠ 400 円× 10 年（120 月）＝ 48,000 円）

　　１年間に受け取る付加年金額　＠ 200 円× 10 年（120 月）＝ 24,000 円（年額）

届け出・問合せ　住民生活課住民サービスグループ

　　　　　　　　健康福祉課住民サービスグループ

☎　2940

☎　2411
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北海道対がん協会札幌がん検診センター

個別健診を実施します

　今年度より、まだ健診を受診していない方やお仕事などで受診できない方のた

めに、ご自身の都合の良い日に北海道対がん協会で直接健診を受診できるように

しました。

　受診を希望される方は、下記へ直接お申し込みください。

対 象 安平町に住民票がある方で、町の健診を受診していない方

実 施 場 所 北海道対がん協会札幌がん検診センター（札幌市東区北 26 条東 14 丁目１－ 15）

実 施 期 間

11 月１日㈰～

平成 28 年２月 29 日㈪
※健診実施日以外の日曜日、祝

日、年末年始（12/28 ～ 1/3）

を除く

受付時間

・健康診査　８時 30 分～ 10 時

・がん検診　８時 30 分～ 11 時／ 13 時～ 15 時

※子宮頸部・経膣エコー検査・乳がん検診は 14 時終了

※日曜健診実施日：11/1・29、12/13、1/24、2/14

健 診 項 目

健康診査 ・基本健診（20 歳～ 39 歳）

・特定健診（安平町国保加入者 40 歳～ 74 歳）

・後期高齢者健診（75 歳～）

各種がん検診 胃・肺・大腸・乳（30 歳～）、子宮頸部・経膣エコー検

査（20 歳～）、前立腺（50 歳～）

※特定健診については、安平町国保加入者以外の方は、

北海道対がん協会（ 011‐748‐5522）にお問い合わ

せください。

※その他オプション検診についても、直接上記へお問い

合わせください。

健 診 料 金 無料

申込受付期間

および

申 込 方 法

10 月５日㈪～

平成 28 年２月 29 日㈪
※日曜日、祝日、年末年始

（12/28 ～ 1/3）を除く

北海道対がん協会へ直接申込

①電話予約　011‐748‐5522

　平日　　　　　　９時～ 17 時

　第１・３土曜日　９時～ 12 時

②インターネットから予約

　ホームページ　

　URL ＝ http://www.hokkaido-taigan.jp

　予約専用アドレスから予約

　電子メール　sapporo.yoyaku@hokkaido-taigan.jp

申込後、対がん協会から関係書類が送付されます。

ア ク セ ス

各自

（北海道対がん協会札幌がん

検診センターまでの交通費は

自己負担となります。）

JR 札幌駅から地下鉄をご利用ください。

〈地下鉄東豊線～元町駅下車　２番出口から徒歩７分〉

※お車で行かれる場合は、センター東側の駐車場をご利

用ください。

ご不明な点は、健康福祉課健康推進グループへ（☎　2425）お問い合わせください。
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インフルエンザ予防接種の自己負担額が変わります

　インフルエンザ予防接種料金の値上げに伴い、町が助成する接種料金に

ついて見直しを行いました。

《変更前負担限度額》

1,350 円

《一　律》　

1,080 円 （町内で接種した場合）

助成対象と負担額

対象範囲

・満 65 歳以上（昭和 25 年 12 月 31 日以前に生まれ、接種時までに満 65 歳に

達している方。

・60 歳～ 64 歳で下記の「全額助成要件」②に該当する方

助成対象期間 平成 27 年 10 月～ 12 月までに接種したもの

接種場所 町内の医療機関

※町外で接種した場合、接種料金 3,400 円を超えた額が自己負担額（1,080 円）に加算されます。

【こんなときは…】

　入院または施設入所などの理由で、町外の医療機関で予防接種を行うときは、事前に役場での手

続きが必要ですので、印鑑を持参して手続きをしてください。

全額助成要件　次の要件①または②に該当する場合は、申請により接種料金が全額助成されます。

　①対象となる方のうち、～のいずれかに該当する方

　　身体障害者手帳の 1 級・2 級に該当する方（3 級は一部該当）

　　介護保険法第 8 条第 24 項に定める介護保険施設に入所している方

　　じん臓機能障害、特定疾患等通院費の助成要件に該当している方

　　障害者自立支援法による自立支援医療を受けている方、または障害福祉サービス事業を行う

　　施設に通所する方

　　生活保護世帯の方

　② 60 歳～ 64 歳の方で、次の～の機能障害の身体障害者手帳 1 級に該当する方

　　心臓　呼吸器　じん臓　ヒト免疫ウイルスによる免疫機能

医療機関での接種料金のお支払いと助成の申請

　予防接種をした方は、接種後に医療機関から求められる料金を支払った後、下の助成区分表の「申請

必要」に該当する方は役場での申請が必要となります。

助成区分

65 歳以上の方

町内の医療機関で接種した場合

自己負担額（1,080 円）を支払う

町外の医療機関で接種した場合

全額を支払う

医療機関請求の支払い 全額助成対象者 医療機関請求の支払い 全額助成対象者

   

申請不要 申請必要 申請必要

60 歳～ 64 歳

までの方
助成要件②に該当する方は、医療機関で全額を支払った後、役場で申請してください。

申請方法　医療機関で料金を支払った後、次のものを持参し役場で申請してください。

　　　　　※インフルエンザ予防接種助成金の申請は平成 28 年３月 31 日までに申請してください。

申請に必要なもの　①予防接種料金の領収書、印鑑、振込先口座がわかるもの

　　　　　　　　　②全額助成対象者は身体障害者手帳など対象者であることを証明できるもの

申請先　健康福祉課健康推進グループ（追分庁舎）・住民生活課住民サービスグループ（早来庁舎）

問合せ　健康福祉課健康推進グループ ☎　2425
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問
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付
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９
時
45
分

場
所　

ぬ
く
も
り
セ
ン
タ
ー

対
象　

２
か
月
～
１
歳
６
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追
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追
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も
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さ
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。

問
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教
育
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会
子
育
て
支

援
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ル
ー
プ　

　

☎　

２
０
８
３

☎　

２
４
２
５

☎　

２
４
２
５

駐輪場および自動車駐車場所

　

３
６
７
３

お
知
ら
せ

追
分
児
童
館

移
転
の
お
知
ら
せ

フ
ッ
化
物
塗
布
の
お
知
ら

せ

乳
児
健
康
相
談

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

【フッ化物塗布日程・会場】

日程・会場 受付時間 定員

10 月 16 日

ぬくもりセンター

13：30 ～ 14：00

20 名
14：00 ～ 14：30

14：30 ～ 15：00

15：00 ～ 15：30

申込期限 10 月８日

日程・会場 受付時間 定員

11 月 10 日

保健センター

9：00 ～ 9：30

20 名

9：30 ～ 10：00

10：00 ～ 10：30

10：30 ～ 11：00

13：30 ～ 14：00

14：00 ～ 14：30

14：30 ～ 15：00

15：00 ～ 15：30 25 名

11 月 20 日

ぬくもりセンター

13：30 ～ 14：00

20 名
14：00 ～ 14：30

14：30 ～ 15：00

15：00 ～ 15：30

申込期限 10 月 30 日
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　いつも当院をご利用いただきありがとうございます。

　当院は、９月 30 日をもって院長交代となり、渡邉覚文先生が院長となりました。

　前院長畑山茂夫が昭和 42 年１月４日に早来町（現安平町早来）に開業、畑山由起子が

平成７年より勤務して一緒に診療にあたりました。

　畑山茂夫が平成 22 年に亡くなりその後、畑山由起子が院長として診療にあたりました。

その間、患者様、職員の皆様にささえられて今まで無事診療をすることができ、心より感

謝しております。

　10 月からは「畑山医院」として新体制で、渡邉覚文先生のもと診療を続けていきますの

で、今後ともよろしくお願いいたします。

　なお、畑山も微力ながら皆様のお役にたてるように努力いたしたいと考えております。

　毎週金曜日は外来診療を行います。

院長交代のお知らせ

医療法人社団畑山医院　理事長　畑山由起子

　　　　　　　　　　　理　事　畑山　和子

　　　　　　　　　　　　　　　馬場真喜子

安平町早来大町 115 番地１　☎　 2250
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問
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北
海
道
室
蘭
児
童
相
談

所　
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０
１
４
３　

４
１
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教
育
委
員
会
事
務
局
子
育
て
支
援
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ル
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☎　

３
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２
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２
０
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秋
の
安
平
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に
登
ろ
う

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
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秋はヒグマに注意
11 月３日までは

「秋のヒグマ注意特別期間」です

　ヒグマによる人身被害は、キノコ採りなどで人が

山へ入ることが多くなる秋に最も多く発生します。

　ヒグマの姿や足跡を見かけたときは、役場やお近

くの駐在所へご連絡ください。

～連絡先～

早来駐在所☎ 2030

追分駐在所☎ 2003

安平駐在所☎ 2339

遠浅駐在所☎ 2211

安平町役場☎ 2511

安平消防秋季総合演習を行います

　演習では、サイレンを吹鳴し、模擬火災訓練

を行いますので、実際の火災とお間違えのない

ようご注意ください。

　なお、サイレン吹鳴の５分前に役場防災無線

により、サイレンが吹鳴する旨をお知らせします。

　　演習日　　10 月 25 日

　　演習場所　ぬくもりセンター

【サイレン吹鳴】

　１回目招集サイレン

　　　13 時　町内全域

　２回目近火サイレン　

　　　14 時 45 分　追分市街のみ

問合せ　胆振東部消防組合消防署安平支署

　　　　追分出張所☎ 25-2119



24

　　　　　　　　　（苫小牧市旭町２丁目）☎ 0144（32）0099

科　　目　内科・小児科

診療時間　平日：19 時～翌朝７時　土曜：14 時～翌朝７時

　　　　　日曜・祝日・年末年始（12/31 ～１/ ３）：９時～翌朝７時

苫小牧夜間休日急病センター

苫小牧市医師会休日当番実施医療機関　（診療時間９時～ 17 時）

10 月 （内科） 10 月 （外科）

11 日 すがわら内科呼吸器科 しらかば町 1 （76）7011 11 日 同樹会苫小牧病院 新中野町 3 （36）1221

12 日 柴田内科循環器科 桜木町 1 （71）2225 12 日 江夏泌尿器科医院 木場町 2 （33）3855

18 日 とまこまいこどもクリニック 住吉町 1 （33）1050 18 日 苫小牧日翔病院 矢代町 2 （72）7000

25 日 いまい内科クリニック 双葉町 1 （37）8686 25 日 勤医協苫小牧病院 見山町 1 （72）3151

11 月 （内科） 11 月 （外科）

１日 浪岡内科消化器科クリニック 東開町 4 （51）2811 １日 山下医院 大成町 1 （72）8828

３日 横山内科消化器科 川沿町 4 （74）0011 ３日 ハート整形ペインクリニック 三光町 2 （38）7000

８日 にっしん内科クリニック 日新町 2 （71）1500 ８日 同樹会苫小牧病院 新中野町 3 （36）1221

あびらチャンネル 10 月（15 日～ 31 日）の番組表 （放送番組は予定を変更する場合があります。）

放送日時 放送予定

※放送時間　毎日８時～ 20 時（３時間１セットの番組を４回放送）

※番組の更新　毎月１日、15 日に更新

（番組表は「広報あびら」「広報笑顔（スマイル）」をご覧ください。）

★あびらのちから（サークル紹介）にご出演いただける団体・サーク

ルを随時募集しています。総務課情報グループ（☎ 2511）まで

ご連絡ください。

10 月 15 日～

　　　10 月 31 日

毎日８時～ 20 時

アビラのできごと

　『10 月（上旬）のできごと』

あびらチャンネルスペシャル

　今まで放送してきた「できごと」一挙公開

あびらのちから　

　『サークル紹介』

体操教室＆貯筋教室 vol.16

　『ストレッチポールで筋力トレーニング３』

サイエンスチャンネル

人
事
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佐
）
、
税
務

グ
ル
ー
プ
主
幹 

畠
山
香
織
（
教

育
委
員
会
事
務
局
子
育
て
支
援
グ

ル
ー
プ
主
幹
）

健
康
福
祉
課　

国
保
・
介
護
グ

ル
ー
プ
主
幹 

中
村　

圭
（
教
育

委
員
会
課
長
補
佐
）

教
育
委
員
会
事
務
局
　
課
長
補
佐 

土
田
和
良
（
税
務
課
課
長
補
佐
）
、

施
設
管
理
グ
ル
ー
プ
主
査 

大
塚

洋
史
（
同
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ
主

査
）
、
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
主

査 

三
上
泰
明
（
税
務
課
税
務
グ

ル
ー
プ
主
査
）、施
設
管
理
グ
ル
ー

プ
主
事 

水
上
俊
一
（
同
学
校
教

育
グ
ル
ー
プ
主
事
）

【
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
発
令
】

健
康
福
祉
課

永
桶
憲
義　

国
保
・
介
護
グ
ル
ー

プ
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
（
同
課
統

括
参
事
）

教
育
委
員
会
事
務
局

宮
浦
優
作　

子
育
て
支
援
グ
ル
ー

プ
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
（
同
グ

ル
ー
プ
主
査
）

　

町
で
は
、
９
月
14
日
か
ら
組
織
・
機
構
を

一
部
改
正
し
、
行
政
運
営
に
お
け
る
一
層
の

合
理
化
・
効
率
化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

改
正
の
内
容

　

教
育
委
員
会
事
務
局
に
施
設
管
理
グ
ル
ー

プ
を
新
設
し
、
教
育
委
員
会
事
務
局
が
管
轄

す
る
施
設
業
務
の
一
元
化
を
図
り
ま
す
。

【
主
な
業
務
】
学
校
関
係
や
社
会
教
育
、
子
育

て
支
援
に
係
る
施
設
の
管
理

役
場
の
組
織
が一

部
変
わ
り
ま
し
た

学校教育グループ／社会教育グループ／子育て支援グループ

学校教育グループ／社会教育グループ

子育て支援グループ／施設管理グループ（新設）

教育委員会事務局組織体制

改正前

改正後
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平成 27 年９月 30 日現在 13

交通事故死
　　　ゼロ運動

日

マチの人口・世帯 公
営
住
宅
・
特
公
賃
住
宅
・
町
営

住
宅
の
入
居
者
募
集
は
、
広
報
笑

顔
（
ス
マ
イ
ル
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

次回町広報配布日は

広報笑顔 ( スマイル )10 月号 10 月 20 日

広報あびら 11 月号　11 月５日

町ホームページでもご覧いただけます。

検索安平町ホームページ

総務課情報グループ☎　2511

※戸籍の窓口で掲載の確認ができた方を掲載して

います。

戸籍の窓口から

○お誕生おめでとうございます

　小山内　希
み う

羽ちゃん （女・和也）８/27 早来大町

　白石　　　光
ひかる

ちゃん（女・　守）８/28 追分青葉

　門田　愛
ま な こ

奈子ちゃん （女・貴之）９/ １遠浅

　山手　　貴
たかゆき

行ちゃん （男・智行）９/11 早来栄町

総人口 8,510 人 ( ー 34)

男 性 4,229 人 ( ー 30)

女 性 4,281 人 ( ー ４)

世帯数 4,274 世帯 ( ー 34)

〈平成 27 年９月 30 日現在〉

○お悔やみ申し上げます

　原ユキさん　　　早来瑞穂　　8/26

　大橋　稔さん　　　追分本町　　8/29

　斎藤勝己さん　　　早来富岡　　8/30

　冨吉雅一さん　　　安平　　　　8/31

　森本ヨシノさん　　追分柏が丘　9/ 5

　楠野　博さん　　　早来瑞穂　　9/ 8

　水谷春夫さん　　　安平　　　　9/ 9

　杉田秋夫さん　　　早来富岡　　9/ 9

　野トシ子さん　　安平　　　　9/15

善意（８月 21 日～９月 16 日受付分）

町へ

指定寄附（道の駅事業、文化スポーツ振興）

　・森本和義さん（札幌市手稲区）

社会福祉協議会へ

篤志寄附

　・吉岡ミサヲさん（追分青葉）

　・安平ライオンズクラブ

「広報あびら９月号」点訳

　・安平町点訳赤十字奉仕団

富門華会へ

篤志寄附

　・遠浅グリーンフェスティバル実行委員会

お詫びと訂正

　広報あびら９月号でお知らせした「善意」で

目黒良子さんの住所を誤って掲載していました

ので、お詫びのうえ、次のとおり訂正します。

　正しくは、「追分本町」です。

ふるさと納税（８月の寄附件数）

　安平町は、たくさんの方に応援いた

だいています。

●件数 799 件（金額 10,361 千円）

◉
Ｈ
Ｔ
Ｂ
デ
ー
タ
放
送
ト
ピ
ッ
ク
ス
◉

　
　
　
～
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
５
／
秋
の
キ
ャ
ン
プ
は
い
か
が
で
す
か
？
／
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
情
報
発
信
中
！
安
平
町
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
～

ぬくもりの湯からのお知らせ

【露天風呂情報】

　10 月 10 日～ 12 日　レモン風呂

　10 月 24 日～ 26 日　ショウガ風呂

【パターチャレンジ！】

　10 月 10 日～ 12 日は、パターチャレンジに挑戦

しよう！１回でカップインすると、スタンプを２個サー

ビスします！

※ 10 月の休館日：13 日・27 日

問合せ　ぬくもりの湯☎ 2968（営業時間 11 時～ 22 時）

　町では、税負担の公平性を確保するため未納のあ

る方に対して、下記の滞納整理を北海道と連携して

強力に実施しております。

　期限までに納税されない場合は、財産の差押えを

行うこととなりますので、まだ納税がお済みでない

方は早急に納付してください。

納税はお済みですか？

納税催告
催告書の送付を行います。催告書に記

載の期限までに必ず納税してください。

財産調査

催告期限までに納税がない場合、

・金融機関に対して預金額の調査

・勤務先に対して給与支払額の調査

・その他、不動産や生命保険の調査

を行います。

財産差押

調査の結果、財産が判明した場合、給

与・預貯金・生命保険などを差押えし、

換価の上町税へ充当します。

問合せ

役場税務課税務グループ☎ 2513

苫小牧道税事務所納税課☎ 0144  5284



編

集

後

記

　

今
月
23
日
か
ら
北
海
道
初

の
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
が
安
平
町
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
本
大
会
は
昭
和
26
年

の
初
開
催
か
ら
60
年
余
の
歴

史
を
も
ち
、
か
つ
て
酪
農
が

盛
ん
だ
っ
た
早
来
地
区
の
酪

農
家
が
乳
牛
を
多
数
出
品

し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
て

き
ま
し
た
。

　

会
場
の
レ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
北
海
道
の
食
を
堪
能

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。　
　

（
Ｋ
）

　子幸
ゆきひろ

宏くんと

　　お父さんの匠さん

　　　　　　　　（遠浅）

発
行
　
安
平
町
　
企
画
編
集
／
総
務
課
情
報
グ
ル
ー
プ

　
　
　

０
５
９
‐
１
５
９
５

　
　
　
勇
払
郡
安
平
町
早
来
大
町
95
番
地
（
☎
０
１
４
５　

２
５
１
１
）

※広報紙に掲載した写真を無料で提供していますので、ご希望の方

は総務課情報グループ（☎　2511）へご連絡ください。

　なお、第三者の方へは提供できませんので、ご了承ください。

武田梨
り せ

世ちゃんと

　　お母さんの未来さん

　　　　　　　（追分中央）

三橋瑛
え い た

太くんと

　　お母さんの啓子さん

　　　　　　　（追分本町）

　

広
報
紙
や
あ
び
ら
チ
ャ
ン

ネ
ル
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な

ど
で
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

る
と
、
１
か
月
が
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
様
に
発
信
を
し
て
い
る

と
、
大
小
様
々
な
行
事
が
町

内
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に

驚
く
こ
と
も
。

　

今
は
、
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
開
催
期
間
中
で
行

事
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！
皆
さ

ん
、
参
加
さ
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
♪　
　
　

（
Ｋ
）


